ちょ つと 味い きれない 内容 を 持った もので でも あるか 

の 如くに 丸呑みに している ものが 多々 ある、 あれ は 「芸 

術」 を 解し ない、 これ は 「通俗」 と は 違って 「芸術品」 

だからと か、 芸術に なって いると かいない とかそう い 

うこと に 相当の 有識者 までが おそれ をな している ので 

あるが、 どうして もこれ は 一 つ 「芸術と は何ぞ や」 に 

触れて 見て、 芸術 そのものの 正体 を 摑んで 見る ように 

かれおば な 

しなければ、 枯 尾花 を 幽霊と 見て おそれる ような 結果 

になって しまう ので ある、 それ を 検討す る ことに 於て 

先ず 最も 適当な 著述 は トルストイの 「芸術論」 即ち 

What is art 「芸術と は何ぞ や」 を 熟読 玩味して 見る と 
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